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議
案
第
２
号
「
芝
山
町
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正
」

　
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
と
い

う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
係
す
る

様
々
な
課
題
を
実
践
す
る
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
職
員
一
人
ひ
と
り
が
勇
気

と
決
断
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
将
来
の
芝
山
町

の
飛
躍
を
第
１
に
考
え
た
役
場
組
織
再

夢
を
持
つ
こ
と
で
し
か

前
に
は
進
め
な
い

状況に応じて新たなことを
実践するのが「地方創生」

未来を切り開くための組織改革
平成31年４月１日スタート！

編
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
現
在
の
７
課

か
ら
９
課
へ
と
変
更
に
な
り
、
芝
山
町

役
場
は
新
し
い
春
を
迎
え
ま
す
。

①
総
務
課

②
町
民
税
務
課

③
福
祉
保
健
課

④
ま
ち
づ
く
り
課

⑤
企
画
空
港
政
策
課
【
新
設
】

⑥
産
業
振
興
課【
新
設
】（
農
業
委
員
会
）

⑦
教
育
課

⑧
出
納
室

⑨
議
会
事
務
局

芝山議会だより　第122号──── 2

　平成30年第４回芝山町議会定例会（以下、「12月定例会」と
いう。）は、12月４日に招集され、12月７日まで４日間の会期
で開催されました。最終日には町長から提案された12議案全て
を可決し、全日程を終了しました。

町民生活に密着した担当課を、本庁舎と
南庁舎の１階フロアに集約。

町民の利便性を追及した組織１
・�都市計画と企画、空港地域振興を統合
した「企画空港政策課」を新設。
・�農業と、商工観光を担当する「産業振
興課」を新設。

成田空港の更なる機能強化に
対応する組織２

�消防防災と防犯交通安全に区長会担当を
加えた「自治振興係」を総務課内に配
置。

効率的な事務処理を目指した組織３

新体制３つの目標



3
【質疑】芝山町議会会議規則第52条で「質疑は同一議員につき、同一
議題について２回をこえることができない」と規程されています。────芝山議会だより　第122号3

（岩澤議員）現在、町の未来を担う計画
の策定が進んでいるが、その先の整備を
見据えた組織づくりに重点を置く必要が
あると考えるが。

Ｑ

（岩澤議員）議案の説明で「誤教示」と
あったが、誰が誰に誤って教えられたの
か。

Ｑ

（岩澤議員）実施プランが来年度に策定
され、早ければ再来年度から準備にとり
かかると予想する。状況に応じて再来年
度に組織改編する予定はあるか。

Ｑ

（岩澤議員）この事業には千葉県からの
補助金が交付されるはずだが、本事案は
補助金対象となるのか。

Ｑ

（総務課長）確かに様々な計画の策定が
進んでいます。次の課題としては計画の
具現化であることを想定しながら、計画
実現に向けた組織作りを視野に入れた改
革です。

Ａ

（福祉保健課長）町職員が町民に誤って
説明したという意味です。Ａ

（総務課長）より具体的な部分に重点を
置いた計画の策定を踏まえて優先順位を
決め、計画に合わせた再編はあり得ま
す。

Ａ

（福祉保健課長）本助成事業は、千葉
県が1/2、町が1/2負担となっています
が、本件に関しましては過去の事業年度
案件であることから、全額町負担となり
ます。

Ａ

【議案第２号】芝山町課設置条例の一部を改正する条例

【議案第10号】損害賠償の額の決定について

～企画空港政策課と産業振興課を新設～

～手続きの誤りによる損害賠償の支払い～

本会議場での議案質疑

住民視点からのまちづくり体制
充実強化が機構改革の目的

重度心身障害者医療費助成事業で
町民２人に損害賠償金を合わせて
約140万円支払う

月
定例会
12 議案審議

12月４日
　開会初日に町長より上程された12議案
が審議されました。また議案の概要説明
は、11月30日の全員協議会においても行
われております。（関連Ｐ４）



全員協議会 REPORT全員協議会で協議された内容を報告します。

■ 

10
月
17
日

問
（
坂
井
議
員
）
機
構
改
革
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
改
革
し
た
い
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）
町
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
わ
か
り
や
す
い
組
織
に
し
ま
す
。

問
（
岩
澤
議
員
）
カ
ー
フ
ュ
ー
の
弾

力
的
運
用
の
財
源
を
基
に
補
助
金
を

拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
Ａ
ラ
ン
先
行
加
算
金
も

あ
る
の
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
（
平
山
議
員
）
※
成
田
財
特
法
の

延
長
決
定
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
か
。

答
（
町
長
）
国
庫
補
助
事
業
が
採
択

さ
れ
た
場
合
、
補
助
率
が
か
さ
上
げ

さ
れ
る
も
の
で
、
仮
に
50
％
補
助
事

業
の
場
合
、
更
に
25
％
が
追
加
さ
れ

合
計
75
％
の
補
助
に
な
り
ま
す
。

問
（
川
口
議
員
）
電
子
入
札
制
度
の

導
入
で
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答
（
財
政
担
当
課
長
）
紙
入
札
に
比

べ
事
務
の
簡
素
化
、
事
務
量
の
軽
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
（
實
川
議
員
）
中
学
校
の
修
学
旅

行
先
を
京
都
か
ら
外
国
に
変
更
し
た

理
由
は
。

答
（
学
校
教
育
担
当
課
長
）
空
港
に

近
い
と
い
う
利
点
を
生
か
し
、
異
国

を
訪
ね
る
こ
と
で
国
際
理
解
教
育
に

つ
な
が
り
ま
す
。

■�

11
月
30
日

問
（
坂
井
議
員
）
補
正
予
算
の
パ
ス

ポ
ー
ト
取
得
代
行
手
数
料
に
関
し
て

中
学
２
年
生
の
人
数
と
予
算
内
訳
は
。

答
（
学
校
教
育
担
当
課
長
）
56
名
で

一
人
当
た
り
１
万
５
７
４
０
円
と
な

り
ま
す
。

問

（
岩
澤
議
員
）
定
数
条
例
の
改
正

で
時
限
的
に
職
員
定
数
を
変
更
す
る

と
あ
っ
た
が
、
条
例
に
は
時
限
的
な

文
言
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
（
総
務
課
長
）
目
的
を
達
成
し
た

な
ら
ば
改
正
し
て
減
ら
し
ま
す
。

問

（
岩
澤
議
員
）
農
業
委
員
の
報
酬

は
、
以
前
は
教
育
委
員
と
同
じ
だ
っ

た
が
今
回
の
改
正
で
最
大
３
倍
以
上

の
開
き
に
な
っ
て
し
ま
う
が
。

答
（
教
育
長
）
報
酬
に
関
し
て
教
育

委
員
か
ら
特
に
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
（
實
川
議
員
）
公
共
下
水
道
補
正

予
算
で
外
壁
工
事
の
内
容
は
。

答
（
都
市
下
水
担
当
課
長
）
台
風
の

影
響
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
西
側

と
東
側
、
南
側
の
外
壁
タ
イ
ル
が
剥

が
れ
落
ち
る
状
況
で
修
理
の
必
要
性

が
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

問
（
小
嶋
議
員
）
空
港
の
駐
車
場
を

町
民
が
利
用
す
る
場
合
に
割
引
で
き

な
い
か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
空
港
会

社
に
打
診
し
て
み
ま
す
。

新
し
い
街
の
風
景
に
向
か
っ
て

　
町
の
動
き
や
行
政
運
営
に
関
す
る
提
案
な
ど
が
、
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る

全
員
協
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

来年度から実施される芝山中学校の海外修学▶
旅行。国際感覚を育て、感性を磨くことを目
的に、２泊３日の行程で台湾への渡航が予定
されている。
（写真/台湾の観光名所「九份」）

【成田財特法】成田国際空港の周辺地域におけ
る公共施設その他の施設の計画的な整備を行う
ことを促進するために必要な国の財政上の特別
措置（補助率のかさ上げ）を講ずるもの。

芝山議会だより　第122号──── 4



【請願】　議会に提出された請願は、所管常任委員
会に審査を付託し、その審査の結果を本会議に報
告し、議会としての採択、不採択の決定をします。

問

（
麻
生
議
員
）
企
業
誘
致
に
関

し
、
工
業
団
地
整
備
を
※
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
が
行
う
場
合
に
県
が
補
助
金
を

出
す
と
い
う
事
で
よ
い
か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
空
港
周

辺
に
は
企
業
用
地
が
必
要
で
あ
り
、

県
が
補
助
金
を
含
め
て
、
町
、
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
と
の
調
整
を
し
ま
す
。

問
（
小
嶋
議
員
）
開
発
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
農
振
解
除
は
で
き
る
の

か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
農
振
以

外
の
用
地
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

問
（
川
口
議
員
）
農
業
振
興
に
つ
い

て
、
構
造
改
善
事
業
は
ど
の
様
に
位

置
づ
け
さ
れ
る
の
か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
成
田
用

水
の
受
益
地
の
確
保
が
前
段
に
あ

り
、
次
に
大
規
模
ほ
場
整
備
事
業
が

あ
り
ま
す
。

問
（
實
川
議
員
）
高
谷
川
堤
防
の
整

備
方
針
は
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
目
的
は

河
川
改
修
で
あ
り
、
道
路
を
併
設
す

る
こ
と
が
最
終
目
的
で
す
。

問
（
伊
藤
議
員
）
芝
山
公
園
の
再
整

備
事
業
と
し
て
、
主
要
幹
線
道
路
と

結
ぶ
道
路
整
備
を
望
む
が
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
芝
山
公

園
整
備
事
業
と
併
せ
て
町
事
業
と
し

て
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

問
（
伊
橋
議
員
）
生
活
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
子
育
て
や
高
齢
者
福
祉
関

連
が
手
薄
で
は
な
い
か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
ハ
ー
ド

面
を
重
視
し
た
内
容
で
あ
り
、
ソ
フ

ト
面
も
考
慮
し
た
内
容
に
し
ま
す
。

問
（
實
川
議
員
）
汚
水
処
理
事
業
に

つ
い
て
、
市
街
地
整
備
地
区
の
川
津

場
地
区
の
整
備
が
示
さ
れ
て
い
な
い

が
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
費
用
対

効
果
を
考
え
る
と
、
合
併
浄
化
槽
で

対
応
し
ま
す
。
今
後
の
整
備
計
画
の

中
で
検
討
し
ま
す
。

問
（
伊
橋
議
員
）
実
施
プ
ラ
ン
全
体

の
事
業
費
は
い
く
ら
な
の
か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
個
別
の

事
業
期
間
や
事
業
計
画
費
を
積
み
上

げ
て
こ
れ
か
ら
試
算
し
ま
す
。

問
（
伊
橋
議
員
）
重
点
実
施
項
目
は

何
か
。

答
（
町
長
）
成
田
財
特
法
を
見
据
え

て
、
千
代
田
地
区
、
小
池
地
区
の
整

備
、
子
育
て
、
教
育
、
福
祉
を
核
と

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

「空港づくりは
地域づくり」を実践

　平成30年10月30日に議員全員による拡大空港対策委
員会が開催され、町執行部より、成田国際空港の地域づ
くりに関する「実施プラン」策定に向けての整理状況が
報告されました。

【デベロッパー】開発業者のことで、大規模な宅地
造成や再開発事業の主体となる団体・企業のこと。

ライクズワーン芝山農場プロジェクト
　2020年10月開業を目指してオランダの
種苗会社ライクズワーン社が川津場地先に
芝山農場を計画しています。同社は野菜品
種の開発、野菜種子の生産・販売に特化し
た種苗会社です。
　日本においては、国内種苗会社、種苗店
などへ果菜類（トマト、カラーピーマン、
ナス、ミニきゅうり等）や、葉菜類（レタ
ス、ホウレン草等）の品種の普及・販売に
力を入れています。

▲11月30日の全員協議会で説明されたプロジェクト

────芝山議会だより　第122号5

＆AQ拡大空港対策委員会 REPORT



議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号

　
　

議
会
だ
よ
り

　
　

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑦⑧⑨⑩⑪⑫
⑥
議
長

議
決
結
果

坂
井�

慶
子

實
川�

嘉
一�

麻
生�

孝
之

岩
澤�

達
弥

伊
藤�　
栄

小
嶋�
秀
樹

戸
井�

沢
夫

石
田�

謙
一

内
田�

白
民

平
山�　
弘

川
口�

幸
雄

伊
橋�

寿
夫

条例の制定

第１号
芝山町避難行動要支援者名簿に関する条例
（本人から名簿掲載拒否の意思表示がない限
り名簿に記載し、避難支援者等の関係者と情
報を共有しようとするもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第２号
芝山町課設置条例の一部改正（新たな行政
課題との連動を視野に組織力の強化と住民サー
ビスの維持向上を目的に組織改編を行うもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

Ｐ2・3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号
芝山町職員定数条例の一部改正（行政課題
への対応を考慮し専門的技術職員の派遣受け
入れや採用を推進するため職員定数を125名
から130名に変更するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

Ｐ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部改正（農業委員
会の委員報酬を改正するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

Ｐ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号
芝山町ひとり親家庭等医療費等の助成に関
する条例の一部改正（受給資格者等の所得
確認に伴う書類の確認年度を変更するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成30年度補正予算

第６号
一般会計（第３号）（機構改革に伴う庁舎
改修工事費等3,702万3千円を増額し、総額52
億666万1千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

Ｐ4・6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号
国民健康保険特別会計（第２号）(償還金及
び還付加算金等1,129万7千円を増額し、総額
10億5,262万6千円とする)

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号
公共下水道事業特別会計（第２号）（ク
リーンセンター外壁修繕工事費445万円を増
額し、総額3億5,797万7千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

Ｐ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号
介護保険特別会計（第３号）（地域密着型
介護サービス給付金等930万5千円を増額し、
総額6億6,529万7千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

損害賠償

第10号
損害賠償の額の決定（重度心身障害者医療
費助成事業において２名の町民に計140万
9,785円を支払うもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

Ｐ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人事

第11号
人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求
めること（任期満了となる２名の委員を再任
するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第12号
固定資産評価審査委員会委員の選任につき
議会の同意を求めること（任期満了となる
１名の委員を再任するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成30年12月定例会で審議した
議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。

・総務管理費（庁舎改修工事、備品購入）　　　
　　　 …………………………………452万5千円
・選挙費（県議会議員選挙）
　　　 …………………………………  99万9千円
・社会福祉費（国民健康保険特別会計繰出金）
　　　 …………………………………727万6千円

来年度、海外への修学旅行実施を前提に中学２年生にパスポートを交付
【議案第６号】平成30年度一般会計補正予算の主な内容

・農業費（飼料用米等拡大支援事業補助金等）
　　　 …………………………………128万2千円
・道路橋梁費（電柱移設補償費）
　　　 ……………………………………  130万円
・教育総務費（パスポート取得代行手数料）
　　　 …………………………………  88万2千円

芝山議会だより　第122号──── 6
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点検

町民の立場から

　芝山町の様々な課題や将来的な計画などを、提
出議案とは関係なく議員個人として自由に考えを
聞くことのできる一般質問―。
　12月定例会では４名の議員が住民の声に背中
を押されて登壇しました。

12月定例会　一般質問

②岩澤達弥議員………Ｐ９
・財政状況について
・上水道について
・町道整備について

①坂井慶子議員………Ｐ８
・町の防犯対策について
・ 学校教育施設等及び子育て関連施設のあり方検討委員会の

今後の進め方について

③小嶋秀樹議員………Ｐ10
・都市マスタープランの策定について

④實川嘉一議員………Ｐ11
・上下水道について
・成田国際空港の機能強化について

※12月定例会の傍聴者は11人でした。



　
今
年
度
た
っ
た
５
回
の
委
員
会
で

こ
れ
か
ら
の
教
育
や
子
育
て
施
設
を

含
む
、
す
べ
て
の
環
境
に
つ
い
て
決

め
る
な
ど
無
理
だ
と
思
う
。
早
急
に

結
果
を
出
す
よ
り
、
学
校
や
保
育
所

の
保
護
者
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
説

明
や
意
見
交
換
の
場
を
持
つ
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
委
員
は
各
関
係
機

関
か
ら
幅
広
く
19
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
踏
ま
え
た
上
で
、
施
設
の

整
備
の
仕
方
を
考
え
ま
す
。
今
後
必

要
に
応
じ
て
各
所
で
の
説
明
に
も
丁

寧
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間54分）

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

町
内
の
犯
罪
件
数
は
把
握
し
て

い
る
か
。

【
町
長
】
町
内
の
犯
罪
件
数
は

平
成
30
年
１
月
か
ら
10
月
ま
で

で
56
件
、
前
年
の
75
件
と
比
べ
減
少

し
て
い
ま
す
。
県
警
や
山
武
警
察
署

か
ら
情
報
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。

隣
接
す
る
市
町
と
の
間
で
、
子

供
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
不
審

者
情
報
な
ど
は
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
不
審
者
情
報
は
山
武

地
区
の
教
育
委
員
会
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

連
絡
体
制
に
つ
い
て
再
度
、
周
辺
市

町
の
教
育
委
員
会
と
も
確
認
を
し
ま

す
。

町
内
の
犯
罪
件
数
や
犯
罪
の
種

類
、
被
害
防
止
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
っ
と
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
は
ど
う
か
。
防

犯
協
会
と
も
連
携
し
て
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
数
を
増
や
す
べ
き
で

は
？【

町
長
】
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

自
主
防
犯
意

識
の
啓
発
に

努
め
ま
す
。

防
災
無
線
、

町
情
報
メ
ー

ル
、
さ
ら
に

は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
活

用
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

役
場
、
小
中
学
校
、
保
育
所
な

ど
の
公
共
エ
リ
ア
と
そ
の
周
辺

道
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
現
在
は
芝
山
千
代
田

駅
前
の
、
自
転
車
駐
車
場
に
防

犯
カ
メ
ラ
２
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
公

共
施
設
で
は
、
設
置
の
必
要
性
と
財

政
負
担
を
考
え
検
討
し
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
等
及
び
子
育
て

関
連
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
、
委
員
の
人
選
で
保
護
者
代
表

や
現
場
の
保
育
士
、
学
校
教
諭
が
少

な
い
と
思
う
。
特
に
若
い
子
育
て
世

代
の
代
表
で
あ
る
保
育
所
の
保
護
者

に
は
、
今
後
の
事
業
内
容
を
十
分
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
べ
き
だ
。

保
護
者
、
住
民
の
意
見
は
き

ち
ん
と
反
映
さ
れ
る
の
か
。

各地区を回る防犯パトロールカー

１月13日に文化センターで開催された成人式

芝山議会だより　第122号──── 8

町の
防犯対策は？



『一般質問』

【財政力指数】地方公共団体の財政力を示す指数で、１を
超える団体は、普通地方交付税の交付を受けない。

町
の
財
政
見
通
し
は
？

空
港
機
能
強
化
の
３
つ
の
柱
の

う
ち
、
夜
間
飛
行
制
限
の
緩
和

は
２
０
１
９
年
冬
ダ
イ
ヤ
か
ら
実
施

さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
Ｂ
滑
走

路
の
延
伸
、
Ｃ
滑
走
路
の
新
設
に
つ

い
て
も
10
年
で
完
成
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
町
財
政
の
今
後
10
年
間
の

見
通
し
は
。
収
入
見
込
額
は
。

【
町
長
】
空
港
敷
地
の
み
の
固

定
資
産
税
で
14
億
円
の
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

増
収
と
な
る
財
源
で
何
に
取
り

組
む
の
か
。

【
町
長
】
小
学
校
の
整
備
、
上

水
道
の
整
備
、
千
代
田
地
区
の

下
水
道
整
備
、
道
路
網
の
整
備
に
取

り
組
み
た
い
で
す
。

現
在
０
・
97
の
※
財
政
力
指
数

は
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
10
年
後
は
１
・
46
程

度
を
予
想
し
て
い
ま
す
。（
※

成
田
市
と
同
程
度
）

上
水
道
事
業
開
始
？

Ｃ
滑
走
路
新
設
に
伴
い
水
道
事

業
の
な
い
町
で
は
な
く
な
る
の

か
。【

副
町
長
】
成
田
空
港
の
上
水

道
は
千
葉
県
水
道
局
か
ら
供
給

を
受
け
て
お
り
空
港
会
社
の
受
水
槽

で
受
け
た
後
、
空
港
会
社
が
各
施
設

や
企
業
に
配
っ
て
い
ま
す
。
受
水
槽

の
位
置
が
変
わ
ら
な
い
限
り
町
は
県

水
道
局
の
給
水
区
域
に
は
な
ら
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

芝
山
町
域
に
配
管
さ
れ
た
場

合
、
芝
山
町
民
に
分
配
す
る
こ

岩澤 達弥　議員
（平成会）

（所要時間60分）

と
も
可
能
で
は

な
い
か
。

【
副
町
長
】

31
・
32
年

度
で
芝
山
町
上

水
道
事
業
基
本

構
想
を
策
定
中

で
す
。

町
道
整
備
を
進
め
る
べ
き
‼

空
港
機
能
強
化
の
説
明
会
で
町

民
に
説
明
し
た
芝
山
町
全
域
整

備
方
針
図
（
素
案
）
で
は
、
空
港
周

辺
以
外
に
11
本
の
新
規
整
備
路
線
ま

た
は
整
備
強
化
路
線
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
11
本
す
べ
て
を
国
庫
補
助

（
成
田
財
特
法
適
用
）
路
線
と
し
て

計
画
し
申
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
多
く
の
路
線
が
事
業

化
で
き
る
よ
う
11
本
お
願
い
す

る
予
定
で
す
が
、
す
べ
て
許
可
さ
れ

る
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

空
港
整
備
と
同
時
進
行
し
、
空

港
機
能
強
化
完
成
と
合
わ
せ
道

路
整
備
も
完
成
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。【町

長
】
空
港
関
係
の
道
路
が

決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
町
道
を
検

討
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。道

路
整
備
は
期
間
限
定
で
職
員

を
増
員
し
て
で
も
取
り
組
む
べ

き
事
業
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
増
員
分
は
事
務
量
に

見
合
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
職

員
配
置
を
し
ま
す
。

芝
山
の
10
年
後
は

ど
う
変
わ
る
？

拠点別整備方針
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『一般質問』

新
た
な
都
市
計
画
を
策
定
す
る

上
で
重
要
な
も
の
は
、
町
全
体

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
分
け
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

【
町
長
】
私
も
そ
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。
小
池
と
千
代
田

を
核
と
し
た
特
色
あ
る
地
域
づ
く

り
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
道
路
網
と
公
共

交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
ま

す
。

産
業
動
線
（
企
業
）、
生
活
動

線
（
住
民
）、
観
光
動
線
（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
）
を
考
慮
し
、
快
適
で

便
利
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ゾ
ー
ニ
ン

グ
設
定
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
開
発
す
る
エ
リ
ア
と

保
全
す
る
エ
リ
ア
を
機
能
別
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
こ
れ
ら
を
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
に
連
結
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
形
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

す
る
今
、
大
胆
な
事
業
を
実
行

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
策
定
委
員
会
と
は
別
に
都
市
計

画
に
関
わ
る
専
門
家
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
立
ち
上
げ
て
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
千
代
田
は
ハ
イ
テ
ク

都
市
、
小
池
は
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
を
目
指
し
た
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
は
当
町
の
規
模
、
役
場
の

【土地売渡同意書】（※）成田空港のさらなる機能強化に係る空港等変更
許可申請に伴う空港敷地内の地権者による同意書です。

組
織
体
制
、
予
算
、
時
間
な
ど
の
制

約
を
勘
案
す
る
と
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

国
道
２
９
６
号
線
と
は
に
わ
道

の
４
車
線
化
が
本
町
道
路
網
の

根
幹
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
両
方
の
４
車
線
化
は

必
要
で
す
。
国
、
県
、
Ｎ
Ａ
Ａ

に
は
強
く
要
望
し
ま
す
。

圏
央
道
と
空
港
を
結
ぶ
高
規
格

道
路
が
千
代
田
地
区
を
通
る
計

画
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
住
民
の
生
活

に
配
慮
し
た
慎
重
な
検
討
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
県
、
Ｎ
Ａ
Ａ
、
多
古

町
と
と
も
に
国
に
要
望
し
て
い

ま
す
。
位
置
や
構
造
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
住
民
の
生
活
に
十
分
配

慮
し
た
検
討
を
し
ま
す
。

は
に
わ
道
沿
い
の
町
中
心
部

に
、
新
た
に
町
の
核
と
な
る
コ

都市計画
マスタープランの
　　策定に向けて

小嶋 秀樹　議員
（清祥会）

（所要時間59分）

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
造
る
と
い
う

発
想
を
ど
う
思
う
か
。

【
町
長
】
時
期
尚
早
と
考
え
て

い
ま
す
。
空
港
機
能
強
化
が
終

わ
っ
た
後
、
人
口
増
や
税
収
増
の
見

込
み
が
立
っ
た
時
に
検
討
し
ま
す
。

人
口
増
を
目
指
す
な
ら
ば
、
空

港
へ
通
勤
す
る
公
共
交
通
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。
芝
山
鉄
道
の

延
伸
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
な
ど
を
再
考

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
芝
山
鉄
道
の
延
伸
や

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
は
、
と
も
に
今

後
の
需
要
予
測
が
必
要
で
あ
り
、
ま

だ
ま
だ
議
論
の
必
要
が
あ
る
事
業
だ

と
思
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

空
港
用
地
、
移
転
地
域
、
農
振

指
定
地
域
、
こ
れ
ら
を
除
い
た

活
用
で
き
る
土
地
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
土
地
の

有
効
活
用
に
は
、
規
制
緩
和
が
必
要

不
可
欠
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
具
体
的
な
面
積
は
調

査
中
で
す
が
、
容
易
に
開
発
で

き
る
土
地
は
限
定
的
で
す
。
規
制
緩

和
に
つ
い
て
は
、
策
定
委
員
会
の
検

討
結
果
を
踏
ま
え
、
国
や
県
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

【ＬＲＴ】Light�Rail�Transitの略で、路面電車を
近代化した新しい交通システムです。 芝山議会だより　第122号──── 10



『一般質問』

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
を

30
年
度
当
初
予
算
で
上
水
道
構

想
策
定
後
業
務
委
託
料

５
４
６
万
５
千
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
現
況
調
査
と
し
て
、

利
用
可
能
な
水
源
の
調
査
を
重

点
的
に
行
っ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
意
識
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

基
本
構
想
策
定
に
あ
た
り
現
時

点
で
の
課
題
は
。

【
副
町
長
】
水
源
の
確
保
に
伴

う
費
用
の
算
出
が
一
番
の
検
討

内
容
で
す
。

上
水
道
構
想
策
定
に
あ
た
り
新

規
事
業
の
た
め
経
験
者
が
い
な

い
の
で
県
や
近
隣
市
町
と
の
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
を
導
入
し
て
は
。

【
町
長
】
現
在
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
委
託
し
て
基
本
構
想
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
に
つ

い
て
、
千
葉
県
職
員
の
退
職
者
再
任

用
制
度
な
ど
も
活
用
し
、
効
率
的
な

人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
を
含
め
上

下
水
道
事
業
を
統
合
し
、
事
業

の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
は
。

【
町
長
】
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
主

体
は
所
管
官
庁
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
統
合
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
う
が
、
今
後
、
上
水
道
事
業
が
事

業
展
開
し
た
時
点
で
考
え
ま
す
。

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社

（
N
A
A
）
は
A
滑
走
路
側
の

１
時
間
延
長
の
先
行
実
施
に
つ
い
て

19
年
の
冬
ダ
イ
ヤ
か
ら
の
意
向
を
示

し
た
が
芝
山
町
の
意
向
は
。

【
町
長
】
成
田
空
港
圏
自
治
体

連
絡
協
議
会
の
場
で
協
議
を
図

り
な
が
ら
、
芝
山
町
の
意
向
を
決
定

し
ま
す
。

夜
間
飛
行
緩
和
の
先
行
実
施
を

踏
ま
え
て
、
Ａ
滑
走
路
側
の
騒

音
下
の
市
町
に
対
し
、
周
辺
対
策
交

付
金
の
中
か
ら
環
境
対
策
に
充
て
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
「
A
滑
走
路
特

別
加
算
金
」
が
交
付
さ
れ
る
が
そ
の

使
い
道
は
。

【
町
長
】
現
状
で
は
交
付
額
、

交
付
時
期
が
不
明
確
で
あ
り
、

今
後
、
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

空
調
維
持
管
理
補
助
金
の
拡
大

や
固
定
資
産
税
の
助
成
拡
大
を

A
滑
走
路
側
の
騒
音
下
住
民
に
先
行

実
施
し
て
は
。

【
町
長
】
そ
う
い
っ
た
考
え
方

も
成
り
立
ち
ま
す
が
、
今
後
、

し
っ
か
り
と
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。芝

山
町
議
会
が
地
域
振
興
策
の

早
期
実
現
に
関
す
る
決
議
書
及

び
要
望
書
を
国
、
県
、
Ｎ
Ａ
Ａ
に
提

出
し
た
が
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
今
後
策
定
さ
れ
る
実
施

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
地
域
振
興
策
の

速
や
か
な
実
行
、
財
源
の
確
保
を
強

く
要
望
す
る
な
ど
、町
議
会
の
意
思
・

決
意
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

住
宅
専
用
地
域
の
指
定
を

　
　
　
　
　
　
　

都
市
計
画
の
※
第
一
種
住
居
地

域
に
倉
庫
が
建
設
さ
れ
て
い
る

が
、
住
宅
専
用
地
域
の
指
定
が
必
要

と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
特
に
千
代
田
地
域
の

第
一
種
住
居
地
域
に
こ
れ
以
上

の
倉
庫
は
基
本
的
に
許
可
し
な
い
の

は
当
然
で
す
。

騒
音
下
の
住
民
に
恩
恵
を

【第一種住居地域】住居の環境を守るための地域で、3,000㎡
までの店舗・事務所・ホテルなどは建てられます。

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間44分）

はにわ台団地浄水場

千代田地域第一種住居地域の現状

────芝山議会だより　第122号11
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11月８日　福島県小野町議会

が結んだ歴史ロマンの縁水

11月13日　県議長会研修会

費税10％は三度目の正直消

　阿武隈山系の中部に位置し、平安時代の女流歌人「小
野小町(おののこまち)」の生誕伝説が残されている、福
島県小野町議会の企業対策特別委員会の視察団一行９名
が芝山町を訪れ、町長や副議長らと意見交換を行いまし
た。地下水サミットでの交流がきっかけとなった両町。
小野町の大和田町長は「広々とした大地を見て、古代か
ら人々が住み続ける理由が良く分かった。人参の作付け
はとても魅力的だ」と、芝山町の感想を語っていまし
た。

　故田中角栄元首相の番記者として記者活動を始めて以
来、24人の総理大臣を直接取材するなど、政治ジャー
ナリストとして活躍する泉宏先生と千葉県の高橋副知事
を講師に招き、千葉県町村議会議長自治研修会が千葉市
内で開かれました。過去２度、引き上げ延期となってい
る消費増税。政界に広い人脈を持つ泉先生は「消費税の
増税は来年度予算編成の大前提ではあるものの、参議院
選挙前に三度目の延期もあり得る」との見解を交えなが
ら、政治日程予測を議長らに詳しく説明しました。

11月21日　町村議長会全国大会方の躍進こそが日本の未来地
　「地方創生の実現をめざし
て」をスローガンに、第62
回町村議会議長全国大会が東
京都内で開催されました。来
賓として出席した安倍総理大
臣は「地方が輝いてこそ日本
の未来は明るくなる。政府と
しても町村が創意工夫により
進める施策を、制度的・財政
的な面から支援していきたい」と祝辞を述べました。大会
は要望と決議を採択後、ガンバローコールで締めくくられ
ました。

News
＆

Topics

町長応接室での意見交換

来賓として祝辞を述べる安倍総理大臣

県政について講演する高橋副知事

【専決処分】議会が議決または決定すべき事項を、地方自治法の規定に
より町長が議会に代わって処理すること。損害賠償等は町の規程により
100万円以下が専決処分可能。
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（写真左上から）街並みに溶け込むデザインの金沢市役所/金
沢市議会棟会議室での研修/志賀町議会の視察で挨拶する麻生
委員長/研修のテーマは「移住定住促進プロジェクト」/志賀町
議会の本会議場

通年議会の導入後も問題は
ございません。

流行に流されない魅力
が自治体を輝かせる。

芝山町議会運営委員会視察研修

志賀町

金沢市
【金沢市】
藩政期から現在までの約
430年以上、大きな災害や
戦禍に遭っていないことか
ら、歴史的な建築物や街並
みが今に残る。人口約46
万5千人、面積468.64k
㎡、議員定数38人、平成
26年6月から定例会を年１
回とする通年議会に移行。

【志賀町】
志賀原子力発電所（原子炉
２基）が立地する町で、
平 成 2 3 年 ６ 月 に は 志 賀
町を含む能登の里山里海
が世界農業遺産に認定。
人口約２万700人、面積
246.76k㎡、議員定数16
人。平成28年8月から大和
ハウス工業㈱と連携し、
様々な定住政策を展開。

平成30年10月18日からの２日間、議会運営委
員会の視察で石川県金沢市議会と志賀町議会

を訪れました。目的は「議会改革」と「まちづく
り」で、これからの議会のあり方と空港機能強化に
伴う土地利用やマスタープランの作成に役立てるた
めの視察でした。

金沢市議会においては、議会改革の五本柱とし
て、議会基本条例の制定・通年議会・一般質

問の一問一答方式・広報の充実・市民との意見交換
会を掲げ、首長と対等な立場で市政を運営していく
という思いから議論を重ね、現在の議会運営にい
たっているとのことです。まちづくりについては、
北陸新幹線の開業後を見据えた「十年間のまちづく
り計画」を策定し、古き良き物と新たな創造性を調
和させ、市の持続的発展を目指しているようです。

志賀町においては、定住促進・住宅団地の造成
について研修をおこなってきました。町の大

きな課題である人口流失に歯止めをかけるため、始
めに手がけたことは、議会の中で定住対策も含めた
議論や徹底的な分析を行ったそうです。その結果、
妊娠・出産にともなう医療費助成や多子世帯保育料
無料化などの子育て支援策、移住定住者向けの住宅
取得やリフォームの助成金、空き家対策など、官民
一体で取り組む様々な政策を導き出し実現させまし
た。中でも一番大きな施策は、国の交付金や補助金
を利用して二つの住宅団地を造成したことです。そ

して、北陸電力志賀原発や能登の中核工業団地の従
業員に定住してもらえるように、町外向けのPRに
力を入れて取り組んだそうです。

このような施策を実現できた理由は、原子力発
電所からの交付金を自由に活用できたからで

あり、本町も空港からの交付金を制限なく活用でき
れば、新たな事業展開が期待できると思われます。
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未来への責任を背負って
～成田空港周辺（東側・南側）の地域振興策早期実行に関する要望活動～

【
決
議
書
の
概
要
説
明
】

地
域
振
興
策
の
早
期
実
行
と
財
源
の
確
保

　
平
成
30
年
３
月
の
四
者
協
議
会
で
合
意
さ

れ
た
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
策
は
、

正
に
、
日
本
の
未
来
を
背
負
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
と
私

た
ち
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
成
田

空
港
周
辺
市
町
で
は
地
域
振
興
策
を
盛
り
込

ん
だ
「
実
施
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
た
調

整
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
芝
山
町
議

会
・
多
古
町
議
会
・
横
芝
光
町
議
会
と
し
て

も
、
こ
の
実
施
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
中
で
の
地

域
振
興
策
の
実
現
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
発

展
や
地
域
格
差
解
消
に
結
び
つ
く
も
の
と
期

待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
三
町
の
議
会
で

は
、
来
年
度
に
策
定
さ
れ
る
地
域
振
興
策
の

早
期
実
行
と
合
わ
せ
て
、
事
業
実
施
に
伴
う

財
源
の
確
保
を
要
望
す
べ
く
、
９
月
定
例
会

に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決
議
書
を
議
決
し
、
提
出

し
ま
し
た
。

【
要
望
書
の
概
要
説
明
】

最
重
要
課
題
の
５
項
目
を
要
望

　
要
望
書
に
つ
い
て
は
、
芝
山
町
と
横
芝
光

町
で
、
国
・
県
・
Ｎ
Ａ
Ａ
の
三
者
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
直
接
的
、
間
接
的
な
関
係
が
あ
る

も
の
と
考
え
、
同
じ
内
容
の
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
要
望
内
容
は
地
域
で
暮
ら
す
「
人
」
を
対

象
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
上

で
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
五
項
目
を
拾
い

上
げ
ま
し
た
。

一�

、
地
域
の
主
要
な
交
通
路
と
も
な
る
べ
き

新
た
な
道
路
の
整
備
。

　昨年３月13日に「成田空港の更なる機能強化策」が、四者協議会で
合意されてから約１年―。成田空港周辺の市・町では、地域活性化の原
図となる「実施プラン」の策定（平成31年度策定）に向けた調整が進
められています。
　芝山町議会では、多古町議会と横芝光町議会と足並みを揃え、地域づ
くりの基盤となる共通した課題の解決を目的として昨年11月に、国土
交通省、千葉県、成田国際空港株式会社（以下「NAA」という。）へ
の要望活動を展開しました。

要望書を受け取った夏目社長は
「今回要望いただいた５項目は
非常に大きな事柄です。事務次
官に直接お会いして提出したこ
とも大きいです。東西格差、南北
問題の解消に向けて努力してい
きたいと思います」と、要望事
項の重要性を受け止めていまし
た。（11月22日 NAA本社）

◀ NAA本社でインタビューを受
ける、芝山町と多古町の議長

【事務次官】国務大臣を長とす
る各省庁に１人ずつ置かれ、大
臣または長官をたすけて省庁の
事務を整理し、各部局と機関の
事務を監督する一般職国家公務
員の最高位の職。

【成田空港周辺９市町】
成田市、富里市、香取市、
山武市、栄町、神崎町、
多古町、芝山町、横芝光町
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二�

、
ど
ん
な
雨
の
降
り
方
で
あ
っ
て
も
し
っ

か
り
と
水
を
流
す
た
め
の
河
川
改
修
。

三�

、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
騒
音
・
振
動
・
廃

ガ
ス
な
ど
の
環
境
対
策
に
も
繋
が
る
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

四�

、
取
得
し
た
用
地
の
積
極
的
で
柔
軟
な
活

用
。

五�

、
移
転
対
策
と
も
密
接
に
関
係
す
る
、
農

用
地
除
外
手
続
き
や
農
地
転
用
許
可
の
規

制
緩
和
。

　
私
た
ち
議
会
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
成

田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
案
に
合
意
し
た

と
同
時
に
、
地
域
振
興
策
を
実
現
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
未
来
へ
の
責
任
も
背

負
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
一
朝
一
夕
で
は
解
決
し
な
い
課

題
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
成
田
空
港
の
南
側

地
域
で
暮
ら
す
住
民
の
、
生
活
環
境
向
上
の

た
め
に
も
「
未
来
へ
の
約
束
」
と
し
て
受
け

止
め
て
い
た
だ
き
、
地
域
振
興
策
の
最
優
先

課
題
と
し
て
、
そ
の
方
策
を
前
向
き
に
ご
検

討
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

「実施プランの目的は、関係者が連携して機能強化の
効果を地域が受け止め、地域全体にくまなく波及させ
ること」と、実施プラン策定の目的を確認した高橋副
知事（左から２番目）。（11月22日/千葉県庁知事室）

千葉11区選出の森英介衆議院議員（写真右から２番目）を交え森事務次官（写真右）と意見交換を
する議員団。森事務次官は「国・県・NAA・市町の役割分担を明確にしたうえで実施までの期限を
決めてしっかりと対応していきたい」と今後の方針を説明。（11月19日/国土交通省事務次官室）

【実施プラン】成田空港周辺９市町に
おける地域振興策の骨格をまとめた
「基本プラン（H29年度策定）」を受
けて、自治体別に具体的な地域活性化
策（事業）を盛り込んだ計画で、平成
31年度に千葉県が策定する予定。

１．周辺道路の整備
２．栗山川と高谷川の
　　河川改修
３．公共交通システム
　　の構築
４．ＮＡＡ所有地の利
　　活用
５．農地等の規制緩和

要望５項目

平成29年度

平成31年度

平成32年度以降

平成30年度
基本プラン策定

実施プラン策定

地域振興策
実施のための
調査・検討

プランに基づいた
地域振興策の実施

未来
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昨
年
は
全
国
的
に
災
害
の
多
い
年
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
若
い
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

海
外
で
の
活
躍
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
４
月

１
日
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
新

元
号
」
を
楽
し
み
に
す
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
町
で
も
新
年
の
幕
開
け
を
祝
う
仁
王
尊

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
で
恒
例
行
事
が
は

じ
ま
り
、
1
月
6
日
に
は
町
消
防
団
に
よ

る
出
初
式
が
多
く
の
来
賓
が
見
守
る
中
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
達
に
と
っ
て

い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
を

思
う
と
、
消
防
団
の
存
在
は
地
域
の
守
護

神
と
し
て
も
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
１

月
13
日
に
は
大
人
へ
の
決
意
も
新
た
に
、

77
名
の
新
成
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化

に
向
け
て
大
き
く
動
き
だ
す
大
事
な
年
で

す
。
皆
様
も
様
々
な
考
え
を
お
持
ち
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
私
達
に
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
一
致
団
結
の
も
と
、
ま
ち

づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

編

集

後

紀

My
Home Town

Episode 7

「ある日突然あなたが主役」

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町
にやって来ましたか？
　�　出身は栃木県真岡市です。
大学時代に主人と出会い、結
婚を機に芝山町へ来ました。

Ｑ�芝山町での生活はどうです
か？
　�　５歳、２歳、１歳の子育て
に追われる毎日です。保育所
や習い事への送り迎えをした
り、子育て支援センターに行ったりしています。

Ｑ町に望むことは？
　�　子育て支援センターは、お友達と遊べるし、先生方は良い方
ばかりなので、大好きな場所です。けれども年齢の違う子供た
ちを、ひと部屋だけで遊ばせるのには無理があると思います。
広い場所が欲しいですね。

Ｑ�芝山町の印象は？
　�　緑豊かで、カラフルな飛行
機が間近に飛ぶ、不思議な風
景を楽しめる町だと思いま
す。

簾
すだれ

　千
ち え

恵さん
（息子　健

けんせい
世くん）

(大台西 )

Information
平成31年第1回芝山町議会
定例会のお知らせ

３月５日
12  18日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

㈫から
㈪

３人の子育て中。子供の医療費補助が
18歳までになることを望んでいます。


